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１ はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　     
　本稿では村落史、都市史、交通史、産業史を時間的重な

り合いによって統括することで、これらの連関構造を分析

し、そこから今まで指摘されてこなかった地域の長期にわ

たる継続要因を考察した結果について報告する。

　本研究は＜千年村＞プロジェクト 1 によって 2014 年度

に実施された、「利根川流域疾走調査」2 の調査成果に多

くを拠っている。

２ 連関構造分析における利根川上中流域の妥当性 
　本研究において対象地域としたのは利根川上中流域に

属している、かつて上州と言われていた群馬県地域であ

る。この地域は近代において蚕糸業の隆盛により産業、交

通が大きく発達した地域である。以下で社会構造における

連関構造分析をこの地域で行う妥当性について確認する。

2-1 古代地名現在地比定による古代社会の影響

2-3 古代から持続する上州蚕糸業と絹流通構造
　上州はかつて東国 -毛野国 -上毛野国 -上野国と言われ

ていた地域であり、古代において豪族による大きな権力が

存在した。また日本における蚕糸業伝来は弥生時代中期

頃とされ、『日本書紀』『古事記』『魏志倭人伝』に記載が

あることからも古くから存在していたことが確認できる。

さらに上州における蚕糸業は朝鮮半島からの帰化人によ

り及ぼされたとされ、早い時期から蚕糸技術が存在し、各

時代において絹流通が行なわれていた。6

　また上州蚕糸業に関する交通 ( 街道・鉄道 ) には、東

山道 (古代 )、鎌倉街道上道 (中世 )、中山道・三国街道・

日光例幣使街道・下仁田道 ( 近世 )、高崎線・信越線・両

毛線・上野鉄道・東武伊勢崎線・上毛線・横浜線 ( 近代 )

がある。さらに上州蚕糸業に関する絹流通に、御厨 7(古代・

中世 )、絹市 (近世・近代 )、鉄道駅 (近代 )がある。8

　つまり、以上の地名・古代集落・地勢・蚕糸業・絹流通

の各分野から、上州で連関構造分析を行う妥当性がある。

３ 考察 ― 古代から現代に至る連関構造分析　　   
　まず、2-3 で確認した各時代の交通・流通に関する要素

と古代集落を重ね合わせることで、複数分野の要素が連関

していることを可視化した。(図 3,4)
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図 1.	利根川流域中における＜古
代社会顕在指数＞による色分け

図 2.	関東の古代集落プロット図

　『和名類聚抄』3 に記載

される地名の現在地比定

により、利根川上流域に

おいて現代日本における

古代社会の影響が存在し

ていることが指摘されて

いる。4 図 1 は利根川流

域における古代群を基に
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を算出し、地図上に可視

化したものに利根川及び

その支流、流域を重ね合

わせたものである。この

図から地名において元群

　図 2 は関東地方におけ

る古代地名の現在地比定

から、古代郷の現在地図

へのプロットを行ったも

のである。この図から古

代集落が密集している地

域が確認でき、特に群馬

県の利根川付近が顕著で

あることが確認できる。 図 3.	関東における各時代の街道・鉄道と古代集落の重なり合い

　図 3から各時代の主要な交通が群馬県下部の利根川付近

で集中して重なり合っており、さらにこの付近に古代集落

が密集していることが確認できる。

2-2 古代集落密集地域の存在

馬県北西から中部にかけての利根川上中流域が古代から

現代に影響を与えていることが確認できる。
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　また、上州範囲を示した図 4から古代集落が各時代の交

通と絹流通拠点に重なり合う、もしくは付近に位置してい

ることが確認できる。

　つまり上州の対象地域において各時代に成立した交通

は重なり合い、これらを繋いでいたのは絹流通であったと

考えられる。そして、交通・流通の付近に古代集落が位置

していることから、古代集落が古代から現代にまで長期に

わたって継続してきた要因のひとつとして、古代から継続

してきた交通・流通があると考えられる。(図 5)

４ まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　以上より、上州地域の社会構造についての連関構造分析

として、各時代の交通・流通は古代集落が現代まで存続す

るための主要な継続要因のひとつであると考察した。

５ 展望 ― 他分野と詳細地域による調査分析　　   
　本研究において、交通・流通を連関構造分析の主眼とし

て考察を行った。いずれにせよ長期にわたる各地域の持続

が、周囲との交通によって成立してきたことはまぎれも

ない事実であり、交通的視点からの地域研究が望まれる。

本研究を一端として更なる調査・考察を行っていくことが

今後の課題である。

図 6.	高山社跡・田島弥平旧宅、交通・流通、古代集落の三者関係

図 5.	古代社会と現代社会の関係ダイアグラム

図 4.	上州における各時代の街道・鉄道と古代集落の重なり合い

　また本研究では巨視的な分析による考察を行ったが、微

視的な分析による考察を行わなかった。しかしあるひとつ

の集落毎や一定の地域単位で分析を行うことで、集落が継

続している要因を更に明らかにできると考えられる。群馬

県には 2014 年度に「富岡製糸場と絹産業遺産群」として、

高山社跡 9 と田島弥平旧宅 10 の二つの養蚕民家が世界遺産

に登録された。この二つの民家の周辺には古代集落に比定

されている集落が多く存在する。( 図 6,7) また、「千年村

プロジェクト」では、利根川流域における古代集落の詳細

調査を開始する予定である。

	 これらの集落や地域を詳細に検討することで、集落の継

続要因を更に明らかにすることが可能であろう。


